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工 国務調査の槻重要

1 m査の・喜朗

自R事160年101J 1日午前零騎mn

2 調査の織犯tま令

検討tま11'4~匹11 2 項（ 16~ 2 2 Q:t!ltll 1 8号）

Ill,, ..令 （昭和55年政令;nga勾）

回”調査＂行線開 IJ（昭如55年.理府令第21号）

3 ..のます. 

調査の時期に3転手事 ｛鎗理府令で定めゐ島を除く．｝ 内に住婦を有曹る者に

ついて調査した．ただし、つぎに級当する人は、それぞれの編所で濁査した．

( 1 ）予fie膏筏｛昭和22年法fl'lft26曾｝’＂1条に.111li'.する学後、開放iff8

2条の2に..定するW修学校またU悶隊第83条に規定する各”司隆俊にを筆

している容で、通学のために寄宿舎、下宿その飽これらに娠する宿泊施訟に

宿泊しているものは、その宿泊』高級

(2）病院もしくは診.，買にさIl聖書量さ3か丹以上入院またU入所している者は、

その病院もしくUその診.所

(3）鉛鎗｛自衛隊の使用曹る船船を除く．｝に乗り嗣んでいる者で、陸上に住

所を有する者は、その住所

（.）自衛隊のa舎内またl;I.白僑鰍の使用する鉛船内のtt~望者U、その営合また

隠その11•自が錆を冨くlftn ’SE•のlfi(tする.，高

(5）’j濁所、少年JPJm所または拘置所にltJl脅されτいる者のうら、死刑のit定

した者および受刑者令らびに少年院または婦人綱噂院の在院者』革、その刑務

所、 9旬置所、少年院:I:た臥婦人福・WR
(6) 3/)1月以上にわたヲて住んでいるところ、またl;t｛主もうと思今ているとこ

ろがt.lい人は、調査時にその人がいたS所

以上の~tiによって本湾内に常ttし ている人l.!9宇宙人を含めて、すべて調理E

の対. となqたが、~の人隠‘ 調査から除外した．

(1) ＊＇都内に駐在する~Iiの外交回・領事団｛随員および~－を含む．｝

(2）本郷内に駐在する＊悶軍隊の軍人・軍属｛家llを含む．）
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4 調査事項

( 1 ）氏名 (2）男kの別 (3）世裕主との続き柄 ( 4）出生の年月

(5）配偶者の有無 (6）鴎鏑 (7)仕事をしたかどうかの別

(8）従業地)ll;l通学地 (9）動めか自営かの別 (10）勧め~・.主などの

名章旗及び事業の種積（産業） ( 11）本人の仕事の緩頬｛臓業）

(12)ttt干署員の敏 (13）住居の種鎖 (14）居住空敏 ( 15）居住室数の鐙散の

合計 (16）位宇野の積績 ( 17）住宅の起てn

5 濁査の方法

調査は、総務庁後計局を所管.局とし、内閣総理大臣一筋道府県知事一市町

村長ー指糊負ー綱査員の指’~続を通じて行令われた．

濁査区は、 1：・~隠当たり約50惨事管になるように綬)t'.され、本市で l;l 595鑓

Ii区が設定Eきれた．

a，，淘資』品、 liRl'Jとして1人1調査区を受lj符ち、 9月24日から308までの

聞に受l:H寺ち調理事区を巡回し、調査対象の抱擁と各也事骨への•n警察の配布を行

ない、あわせて世偽名簿および調食区E壁画を作成し、 10月 1日から 7臼までの

聞に調査也絡を再度訪問して翼査票の取集とその内容検査を行なった。
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Il 国勢調査結果の概要
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II 国司参与郡趨歪査察富男宅匂〉観葉筆要

1 人口総数と人口推移

昭和60i王国努調査にのりる本市の人口俗、 87,127人（男41.275人 女45,852人）

で、前回（昭如55年｝と比較すると、 5,382人（ 6.696）蝿加している。これ俗、

県下ili~のゆで~4·自に高いJllll•である．

ltt IJJ ！贋図I;!、前回と悶織芦.浜住宅団織にお付る婚加（前回比 6,246人 80.0 

%婚）であり、！日市街地で隊、若干の減少 （周 914人 0.196減｝ が宛られた．

.涯の憎加E院の緩移は、昭初co～45年12.3%、45～50年 7.496、50～SS年 7.3 

%、 SS～60年 6.6%と下降の傾向を示している．

兵庫県全体では、 133, 170人（ 2.696）淘加している．市DJでU、浦戸市の43

• 453人絹加を鰻高に、以下加古川市15,079人、西宮市10,938人、宝塚市10,645人、

川西市 6,S42人の顛で自国加散が多い.1t1M•では、 三国市の11 . 596を般商に、加

占川市 7.196、高砂市 7.096、声鹿市 6.696、三木市 6.296の順となっτいる．

他方、尼餓市｛企14,535入、 D.2.896）稲生命（ D. 1, 630入、D.3. 996）の2

市は、人口減となっている。｛表2)

也事普散は、 30,709也事替で、前回と比鮫すると 2,09S世俗（ 7.396）自国加してお

り、県下21市中511自の上男.である 0 1世帯時当たりの人民｛総人口を鎗償帯

数で除した11Jは、 2.84人と主主り、昭和SS年の 2.86人より 0.02人の減少で、

世得分化の傾向はやや沈静化している。

なお、市内で．も人口の多い町は籾円ゥ丘町の S,925人で、以下高浜町 5,517 

入、~·町 4, 340入、大東町 3,924人、省関町 3, 919人、想ゥ丘町 3,824入、筒

宮町 3,257人の順となっている．｛表16) 

-4-
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（表 2) 県下各市の人口．面積，人口密度．世鯵量生

ト

富一一一寸
昭和百再二面否一ー
の潤加｛企は減少｝

記~昭和h引 蜘愈 ｜酬率
人 ｜ 人i 人I %1 入 ｜ 人I % 

照会 体l~ . 278. !J6 I 2,567,852 I 2, 110 .. 210 I”. 7 I s . ., u•,..89'1 I 133:.170 I 2. 6 

市 Ml4,454"2401 2.16玖972I 2.284,268 I 95.0 I 4，おa,357I 115,883 I 2. 7 

郡節I s23.:aj~ I 397；蜘i.J 425. 942 I幻4 I 鵬.535 I ii, 2'8.i I 2. 1 

A 

区 分 ’B 
利 ω 

口
一

年
一
女総数 男

神戸市 I1, 410, 843 

lR 脇 市1 4s2,91s ：；：：；；！な；；：iごいな：＋....... ~：：~-1-...... -t~・
尼歯車市 509, 115 252,687 256,428 98.5 523,650 .614,535 企 2.8
ー・・・ー・・・ー・． .・・・4酔・・ー・・・.... 酔． ・・ ・・ ・・・・・・・・.... ・・.ーー・ー－ a，晶.........・， e ． ’・・，．司令’・・ー．，ー.，...ー－’ ...........・ー......... ，骨骨骨骨

明石 市 263，おS 129,885 133,480 97.3 254, 869 8,496 3.3 
・・ ・ー －－－－－－－ ． －ー ・..＂＇隣町・・－．．‘’h ・ .....・・ ・.・ ，，，，，，，，，．，・................... 
西 宮 市 421,267 204,936 216,331 94. 7 410, 329 10,938 2. 7 

洲本 市 44.563 21, 181 23. 382 I”.6 44. 131 432 1. 0 

芦原 市 87, 127 41,275 45, 852 I鈎.0 81, 745 5,382 I 6. 6 

伊丹 市1 182, 731 I 91, 731 I 91，脚 I100. 8 I 178! 228 

稲生市1 39，蹴 1 19, 177 I 20. 691 I鐙 7 I 41，棚 IA .1:.630 I A 3.9 
ぃ ．．．時・ I-• ••J .ー ・ ー ー ー ・ 令叶 ・“・ 4 ・・
空軍岡市1 47・" 711 I 22. 856 I 24. 855 I 勿.o I 47,4581 2s31 o.s 
””””””…”山 ・．．”・．山山山川・ ．．．．．．．”“・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・M ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．“・・・・・・・・・・・ ・・・・1 ・．．．．．．・・・ －． ． ．．． 
加古川市｜ 227.312 I 111,996 I 115.316 I 97. 1 I 212,233 I 15:.079 I 7.1 
”， • 0 • , , , , ,,.1 • • • • • • , , I •••• • • o I ー ・・・． ． “山・・・ ・u ．．． ．． “ 
竜野市｜ 41 .. 1571 i9:.8421 2i.3i51 ねi I 4o. 94i I 216 I o. 5 

赤穂 市 1 52, 376 I 25, 469 I 26, 907 I”. 7 I 51.046 I 1.330 I 2.6 

~ . 503 2.5 

函館市 38, 770 18, 489 20, 281 91. 2 38,303 467 1. 2 
4・ー ．．晶 ー....... ーーー．
宝~ ffi 194. 273 93, 785 100, 488 93.3 183,628 10, 645 ~.8 

l回木市
.・，，，..’・.............ド...............・e’‘ー ..... ". . ・・ 4酔・・ ・・・・ー ー・ー ・．．．．

74. 527 36，ぬ9 38,218 95.0 70,201 4,326 6.2 
4・4ト.。.... 4・・． ．．・ι ........‘ー.....・ 4’‘ ー..・... ーー・ーーー，....骨骨骨ーー・..’＋・・..ー． .......... .......ー，，

高砂市1 91, 434 I 45:.176 I 46, 258 I 97. 1 I 邸，4631 5,9711 7.0 
日....・・・ー“・・・・ I • • I I • ・ ・ ・4・・・ ・・．一 ・－－－・．．
川西市1 13~.316 I 鈴.，2oI 7o, 135 I 94. ~ I i29.＇お4I s. ~·42 I s. o 
－ ・． ・ ・・・・ ．． “・”“・．．ー・・．．．”“・．．．．．．．．．．．．．．．喝・........””・・・・・・~ ... . ...... .. 
小野市1 45. s86 I 22. 193 I 23. 493 I”.5 I ぬ.5741 2.1121 4.8 

1・.....・ ' .. ・H・・0・・・・”“ e÷h  ・... ' 0・・・E • • • • ’ • • ••• • • •••••••• 
三間市1 40,7161 19,7161 21,0001幻.9 I お，5291 4:.1871 11.5 

Im i西市 1 52. 1011 25. 661 I 2s.“6 I 97.o I s1,os1 I 1,056 I 2. 1 

nn
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『胃 .. 
人口健康 鋼県会全体t；に'li.）占ωめるf王 昭 ~ 60 宣車 昭の’自U国5加5王手｛～6：重1'I> 

薗 繍 ( 1 k誕

当たり
人口 面積 • • 1世帯A当A 司自紹！＞!i王手

期加盟E 盟国IJJJ•たり
k胃t 人 % % 人 % 

8,379.33 629.9 100.。100.0 1，総4,981 3.17 1,592,224 72, 757 4.6 
．．．． ．．．． . ". ー－－－・ー

2,631.94 1,692.4 例.4 31.4 1,4A7,594 3.08 1,382,614 64, 980 4. 7 
ー・ー・・・4酢 ・． ．．．． ．．．．．．．．．． ・4，咽ト4酔 . 

5, 747.39 143.3 15.4 68.6 217,387 3.79 209. 610 1‘777 3. 7 
”... ーーー・ー・..晶........... ー・， ・ー ーー・b・『b ・b a』ー‘

5'4.20 2,592.5 26. 7 6.5 487, 341 2.89 462,281 25，側 5 4 

2n.91 1,659.2 8.6 3.3 13S. 514 3.34 130，“5 5,069 3.9 

49.47 10,291.4 9.6 0.6 177, 608 2.87 178, 151 ~ 543 ~ 0 3 
←. . . ・－一……・ー 『戸田， 『， ... ・・・・・・・ ..払

49.29 5,343.2 5.0 0.6 82, 228 3.20 77,829 d,l鈎 5.7 

98.52 •• 276. 0 8.0 1. 2 148,819 2.83 142,451 6,368 4.5 

124.28 358.6 0.8 1. ~ 14, 181 3. 14 13, 775 406 2.9 
.....・．

17. 31 5.033.3 1. 7 0.2 30, 709 2.84 28. 614 2.095 7.3 

”e ・.
25.09 7,283. 0 3.5 0.3 ~. 873 3. 10 55,978 2,89!> 5.2 

一，，．， ・4・p，亭亭.

90.66 439.8 0. 7 l. 1 11,912 3.3S 12,430 l!. 518 l!. • 2 
ー...一・・.ー・ ． 

162 11 294.3 0.9 1.9 13. 275 3 59 12,940 335 26 

137. 91 1，“8 3 4.3 1. 7 64，”8 3 50 ω，おS 4,613 7 6 
ー『，，... ...目守

70.31 585.4 0.8 0.8 10，お3 3. 19 10,566 297 2.8 
司F ・，．守．． . . ..........・ ． ・・.. ・．，．『F ・..・・・4・4・・ ・ー・ー
127. 04 412.3 1.0 1. 5 15,078 3.47 13,972 1 106 7.9 

96.41 402. 1 0. 7 1. 2 10, 726 3.61 10,384 342 3.3 
．．．． 

101.89 1，筑l6.7 3. 7 1. 2 62,523 3. 11 58,300 4,223 7.2 . "" 唱＇ .... ..  ・． ，，，．，咽 .....・，..『F ー・・・b・.......・・・ー・．．
120白 Od 620.9 1.4 1. 4 19,837 3. 76 18,387 1,450 7.9 

・ー・.. ・.ーー・.....ー・・4・ー・.ー ， ー・b ・b ・...・..・....4・.. ”・ .
34. 51 2,649.5 1. 7 0.4 26,833 3.41 24,818 2,015 8. 1 

・・・． . . ..... . ・・・・ー・． －・・ー ’・・ ・・・＋
53. 75 2.537.2 2.6 0.6 40, 740 3.3S 38, 101 2，閃9 6.9 

93.84 486.8 0.9 1. 1 11, 704 3.90 10，ぬ5 769 7 0 

211. 90 192. 1 0.8 2.5 10,776 3.78 9,424 1,352 14.3 
『’『，， ．， ”， .. 

150.“ 346.4 1.0 1.8 13, 106 3.98 12,498 608 4.9 
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芦屋市

2 年齢構造

2-1 .lfljlt骨造係敏の鍵移

宣J'•a1u踊.と俗、人口をまi:•各自民また隠S•M般に IX分 し、それぞれ－£at人

口に対する割合としτ表示したもので、本市の舗合は表3のように令っている．

（表 3) 年働側造係散の推移

1丞 分 酬 40仔｜酬14砕｜昭和50引昭和55年｜酬60年

• 100. 0 s 100.0 s 100.0 s 100.0 I 100.0 I 
O～ 4 7.3 7.8 8.6 7.4 6.S 
5～ 9 6. 1 7.2 7.4 7.9 6.8 

10～14 7.0 6.4 6.5 6.7 7.3 
1 5～19 11.5 7.8 6.7 6.6 6.9 
20～24 11. 1 11. 3 8.3 6.8 6.8 
25～29 8.9 9.5 10.4 8.2 6.8 
30～34 8.3 8.0 8.4 10.0 7.8 
35～39 8.0 a. 1 7.4 8.0 9.5 
40～44 6.6 7.5 7.4 7.0 7.3 
45～49 5.3 6.0 6.8 6.9 6. 7 
50～54 :;, 1 4.8 5.4 6.3 6. 1 
55～59 4.4 4.4 4.2 5.0 6.0 
60～64 3.6 3.8 4.0 3. 1 4. 5 
6 5以上 6.2 7.4 8.5 9.5 10.2 

.，，，比の－・人きい降級u、35～39織の 9.5%でいわゆるlB1次ベビーアーム

で出生した人である．昭和40年からの!It移をみると、近年の出生滅を反映して低

差f’~－のウ 工イトが低下し、中高年齢”が徐々に18!tiし、 ssa以上のB'lflが依然

念ピvチで tF干している．

lkに~’03区分による織成比の!If移をみると図2のようになっている．

年・t 3区分とは、 年少人口 （0～1••＞、生産量革偏人口（15～&4.）、老年人口

(65 a匝以十｝の区分により比般曹るもので、本市のま草飾3f:il分のそれぞれの網合

は、 20.7%、68.9%、10.2%と令っており、55it'と比般するとをr少人口が 1.396 

減少したのに対して、生直F年齢人口が 0.496、老年人口が 0.796矧加している．

周回によると、減少していた年少人口は、第21'町ベビープームによって喝事日40

～45年、45～50f手で自慢を見也たが、再び減少の傾向にある．

生産量事館人口U、昭和40~事会・aに減少を験11 τいたが、近年償ばい~·を

示している．しかし、年少人口の減少傾向に伴って生産年館入口もこれからU減

少に向かうと思われる．

8-



芦屋市

老年人日以 、 近年のsp~湾命の仰ぴと納まってaピッチで綱加を絞りてのり、

昭利35年と比駁すると倍近い自国加となヲている． ｛表4)

老年人口比を町.!JJにみると鰻も高いのは西山町の21.0%で、 以下級ノ内町18.6

%、西芦.町18.396、六舗狂町17.996の願となっている．

反対に低いのU 、 ，，•？tR•しかない燭谷i'’a11 ば理~·町 2 . 2% 、 高浜町 2 3 

%、 緑町 3.596、細見町 3.7%の順となっており． 声贋仮住宅団地に.巾してい

る．（表19) 

｛表 4) 老年人口の綬移

区分 ！ 臥 口｜糊草川 ｜老年人口 ｜蜘 判｝ ｜老年人口

’i 合ー－
人 % 人 % % 

!llf035年 57, 050 2，鈴8 ~ . 3 

40 63, 195 10.8 3,'117 31.4 6.2 

45 70,938 12 3 S,217 32.8 7.4 

50 76,211 7 • 6,497 24. 5 8.5 

55 81, 745 7.3 I 739 19. 1 9.5 

60 87 127 6.6 8,917 15.2 10. 2 

-9-



芦屋市

｛表 5) 録的j’IJ{5自民階級｝人口傭造の!If移

区 分
4 。 ま草 4 5 主干

人口 ｜機枇 IJ蜘人口｜酬率 人口 ！”成!tI蜘 人口i蜘 牟

• 人 % 人 % 人 % 人 % 

11' 0～ 4 4,610 7.3 816 21.S 5,570 7.8 絡。 20.8 ー’ー．，，，，，，，，，，，，冒 』，，....... ........・....・・e目・・－・・・ ＇＇＂＂＂・・・・ ・.... 
少 5～ 9 4.268 6. 7 148 3.6 5,095 1. 2 821 19.' ....‘・.............’・－・・p’’.・..・... • ,,  '"  •• 4 ・ーー・・ ....，，ー......’，，＿.......，，ー
人 10～14 4,417 1.0 ll 1.324 623. 1 4,525 

s‘ 108 2.4 

ロ 小 計 13,295 21.0 Aぉoll 2. 6 15, 190 21.・1,895 14. 3 

1 5～19 T,249 11.5 691 10.6 ~. 560 7.8 4 1,689 623.3 
.・・.. ............ 唱ド ー－ '". ・ . 

20～24 6,988 11. 1 1, 155 19.8 8,001 11.3 1,013 14.5 
一－ ..... ，，ー－－ 4闘争 〒・－ ….......... H 一一.....” ’ H ’ ・・一一... .........，争目－・・・・・

生 25～29 5,601 8.9 犯5 1. 4 6,702 9. 5 1, 101 19. 7 
-.. -・・ ..守 骨四日・・ . 4・4・4・4・ーー・・・4・・・・...・ ....・・ -- .......ト 『， 4・4・4・...・・‘..•·・

産 30～34 S, 272 8.3 548 11. 6 5,668 8.0 396 7.S ー．，， ... ーー． .. ー.........・- ・・ーーー・.
ff 35～39 5.034 8.0 924 22.S 5.132 8. 1 698 13.9 ，，，．，咽” ．唱........，ー. '. .. .. ．圃唱．．．

” 
40～44 '・ 181 6.6 768 22.S 5,322 7.5 1.141 21. 3 

..，‘・．． .........・.・...－－ト，，．
4・・・.

人 45～49 3.311 5.3 89 2.1 4,304 6.0 君。3 21. 7 
・・・・・ ..... －・・・・.』 H ’H .. .. 砕唱.....晶.・ .ー 咽ト＋ 叩 ・・・4酔日『e H ・・ H ‘・．

ロ 50～54 3.223 5. 1 319 11. 0 3,404 4.8 181 5.6 .... ・4・・・・・F ・.・ ... ・・－一一，... ー・ ー ・4ドー，『－・・・・”....・...
55～59 2.165 4.4 296 12.0 3. 152 

“ 
381 14. 0 －，，， ・ .，，，ー，，守ーーー・．．． ，，， ．．．，，，守.・，．ー

60～64 2.289 3.6 395 20.9 2,686 3.8 391 11.3 
一ー

小針 45.913 12.8 5,516 13.8 50,531 71. 2 4,558 9.9 

電E 65～69 1.119 2.1 392 29.5 2, 159 3.0 440 25.6 
H ・－・・日ーー -.・・・4・唱.・・4・・ ”’e ・・－・・・・ 4 叫喝・ーーー．．． .....・.. 70～74 1, 123 1.8 211 31.8 1,535 2.2 412 36. 7 一，，，．，．，，咽””一一一一吋，....”ーー，......，市町村山・ー，H t’......... ・．

人 75～79 658 1.0 162 32.1 初6 1.3 248 31. 1 ，＋・$争時$咽........守． ....・.......・-.明日... 一－・・，ー．。 4・....ト 4・4・ 4・ 〒4・a・a・a・.』・.d・.
ロ 8 0以上 421 0.1 104 32.2 611 0.9 190 44.5 

小 nt 3，骨21 6.2 929 31.4 5,211 1.4 1.290 32.8 

tS ’k 
63, 195 100.0 6, 145 10.8 70,938 100.0 1, 743 12.3 

-10-



芦屋市

5 。rr 5 5 年 6 。句

人口｜繍蹴｜幽入口｜蜘事 畑｜制 比｜蜘人口｜蜘$人口 ！” 蹴｜糊人口In王
人 % 人 % 入 % 人 % 人 % 人 % 

6.S33 8.6 963 17.3 6,0,9 7.f 品 484 6 7 • ~.673 6 s 6 376ハ62 ...... ・・・・・・・・・・・・・ーーーーー・

S.833 
F‘ 538 10 6 s. •so 7. 9 制7 15.0 5,947 s a 6 533 A 8 2 

＇・鈎S 6.5 461 10 2 S,C78 6 7 49昭 9.8 8,390 1.3 912 16. 6 

I 7. 152 22.S 1,962 12.9 18,007 22.0 855 5.0 18,010 20. 7 3 0.2 

5,07' 6 I a・88688 5,449 6 6 375 
1‘ 5. 979 6 9 530 ’F 

6,304 8.3 fl 1,691 621 2 5.526 6 g fl 778 fl 12. 3 5,913 6.8 387 1.0 
－ー・・ー・・・・山山由曲目H H ・ 川

7.899 10.4 1. 197 17 9 6,693 8.2 fl1,206 fl153 5.892 6.8 6 801 612.0 

6,436 8.4 768 13.5 8, IM 10 0 1.748 27 2 8.163 7.8 6 U21 611 4 

S.675 
1‘ fl 51 fl I’ 6.525 80 め。 15 0 8.319 g 5 I. 19.1 21 5 

5.637 7 • 315 5 9 5. 105 7. 0 ω 1 2 6,384 1.3 619 11 9 

5. 170 6.8 86G 20.1 5,654 6 9 4制 9.4 5,823 6.『 169 3.0 

4, 1・1 S.4 137 21. I 5. 165 6.3 1.(Yl4 24. 7 S.798 6.1 6ね 12.3 

3, 208 4.2 56 1 a 
'・ 064 

5.0 856 26 1 5.217 6 0 1. 1日 28 4 

3,018 ・0 ね2 12 • 3, 025 3.7 7 02 3,915 4 s 890 2宮‘ー
52.総2 69.0 2.031 • 0 !IS.蜘 68 5 3,428 もち 60,003 68.9 ‘，013 7 2 

2,482 3 2 323 15 0 2, 749 
3・261 10 a 2，”。 3.2 81 2 9 

1,887 2.S 352 22.9 2, 131 2 6 244 12.9 2. 524 2.9 39~ 18‘ 
1.207 I 6 301 33 2 1, 546 1 9 339 28 1 1,811 2. 1 265 17 1 

921 1.2 ぬ4 '9.3 1,313 1. 6 392 ‘2.6 I. 752 2.0 439 33.4 

6,497 8.5 1,280 2f.S 1, 139 95 1,2‘2 19. 1 a. 911 10.2 1, 178 15 2 

76.211 100.。5,273 1 .• 81, 7・5 100.0 5,534 7 3 81, 127 100.0 5,382 6.6 

It> ~IU601J.の・般には咋齢不&r 197人fl青む．
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｛図 3) 人口ピラミッドの推移

昭和40年 昭和60年 官且
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芦屋市

2-2 f事館総造!Iii!の魁移

年••llllf債と俗、年少人口と老年人li t'従属人口とみ伝し、 これらの人口が

生産年紛人口に対してどれだりの軍みとなっているか会示雪鋪散で、litのように

表ねf.

年少人口
年少人口錨歎＝ 一一一一一一 x100 

老年人口
老年人口指敏”一一一一一一 × 100

生産量ra，人n !1.!f iJ:B入門

年少人口＋老年人口 老年人口
従属人口指数吋 × 100 老年化m敏m 一一一一－ x 100 

生産量T・6人口 年少人口

<• 6）年・s，造指散のJI移

~ 
ドー

分 昭和初年 ｜ 図柄145年｜ 昭和50仔｜ 昭和55仔 ｜ 昭和ω年

.敏 ｛人｝ 13,295 15, 190 17. 1~2 18,007 18,010 

F査 年少人口 •lilt比｛%｝ 21.0 21. 4 22 . ~ 22.0 20. 7 

( 0 ～14自民｝年少人目指叡 28.9 30.1 32.6 32.2 30.0 
・－邑 一ー－ー

生産年紛 ’B敏 （人｝ 45, 973 ~o. 531 52,562 55,990 60,003 

~ 人 ロ’R成比 （%｝ 72.8 71.2 69.0 68. ~ 随 9

( 15叶 嶋 後鳳人口ma 37.5 40.4 45.0 46.0 44.9 
一 .数 （人｝ 3,927 ~.217 6,497 7, 739 8,917 

ifi 老年人口 偶成比｛%｝ 6.2 7.4 8.5 9.5 10.2 

(6唱線以上｝ 老年人口指厳 8.5 10.3 1? 4 13. 8 14.9 

老年化指ft 29.S 34.3 37.9 '3.0 49.5 

II I! （人｝ 1,037,393 1,096,958 1, 224, 538 1,227.770 1, 148,518 

兵 年少人口 備成比 ｛%） 24. 1 23.5 24. 5 23.9 21.8 

年少人口指. 34.5 33.8 36.3 35. 7 32. 1 

生産量J'.. II敏 ｛人｝ 3，似l6.974 3,246.~ 3,369,577 3,435,027 3,575.271 

” 
人 ロ’S成比（%｝ 69.8 69.6 67.5 66.8 67.9 

従属人口指段 43.3 43.8 48, 1 49.6 47.3 
ド目ーーーーーーー－－ 一 一一一’E敏 ｛人｝ 265. 577 324, 005 39色＇727 474, 708 5≪,070 

哩邑 老年人口 舗成比｛%｝ 6.2 6.9 7.9 9 2 10.3 

老年人口鎗. 8.8 10.0 11. 7 13.8 15.2 

老年化Ifill 25.6 29.5 32.3 38. 7 47.4 

_,a-



芦屋市

これらの般信U、生産年齢人口 100人が、何人の子供や老人をになっているか

を不す愈字で、老年化指鮫とU周じ従属人口のうち老年人口がま手少人口に対して

どれだl:tのglj合に令っているかを示す銅像であり、本市の4・合、年少人口lit敏30

o (IS和55~比 2.2ポイント減｝、 従属人口調Ul44.9 （岡 1.1ポイント滅｝、 老

年人目指鮫14.9 （周 1.1ポイント尊重｝、 老年化ltill49.5（凋 6.5ポイント僧｝と

令ョτいる．

これは、笠＆ff・－人口 100人で、子供30.0入、 -l人14.9人をになっていること

を表わし、子供と－！人の制合で俗、子ill.100人に対して老人49.5人の割合になる

ことを表わしている．

ζれらを県全体の銅像と比殺すると、年少人口銅像 2.1ポイント、従属人口m
II! 2 411~ イント 、 ＇！ff人口鍋la 0.311(イントそれぞれ下回ヲτいるのに対しτ、

~年化の程度を笈b ’./J. if:化ta•L;t 2. 1ポイントト向っτいる．問調135王手からの

各指雪量の推移U図4のようになり、本市の老隊化の速度はか令り速く~ヲ τきて

いる．

（~ 4 ）年齢鍋~指徹の権移
% 

60.0 

~0.0 ，老年化l!ill， 

40.0 ... ~＇ 
． ． ， 

一’，－ 
日 「，

30.0 ＼ ιζ／一一＼紗 人 口側

，， 
， 

， ， 
20.0 

10. 0 

徹指白人軒

，
 

，
 ．

 

，
 

，
 ．

 
，
 

，
 

，
 ．

 
0 
~fl]3S野 40 45 ~o 55 ω 
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3 男女別人U

表7のように昭利604の;f;ifjの9Jtc ~J人I J l;f.、男41,275入、女4!>,852人で節目

の..と比般~ると、”＂＂ 2,279人（ 5 8%）、女＂＂ 3, 103人 （7. 3%｝のlllJJ

となっτおり、女のE目加2棋の方がかなり商い。

昭狗45～50~手の猶t師事l;f. 男が上回っており、若干性比｛氏を 100とした 9Jの比

$｝の~/J·・まヲたが 、 50～55年、 55～60ff ともに女の自国加.のんが上＠っ τお

り、 SOff;936、幼年912. 60年90.0と性比U広がってtきている．（図5)

町.8'JでU性比が 100をmえている町U、わずか3町しかない。その厳衡は剣谷

で O人となっているが、これは住居が’It学校憲しか~いためで例外といえる．

位比の高い玄な町u.、 ，．谷~除き、奥川町 103 8、m鋲・l100 3, .見・1J986、

清水町98• • ~－町97 3の周闘で＂＂？た ．また逆に性比のillい主な町U、前回町65

.0、大原町17.3、三条町177、若宮町780、打出小健司78.6などがある．

兵庫県下での性比は、伊丹市のみが 1008と 100を土回ってtjり、値比の高い

守な市U、尼崎市985、白砂市977、明石市973、組合川市971などであゐ．逆

に1番低いのは本市の900で、以下西島市91.2.笠岡市92.0、自塩野司193.1、宝塚

市93.3の順であった．｛表2) 

ff; ・•llll<o•階級）に会わしたのが表 7 であり、 ~i'体（怜比94 . 7)と比駁し

たのが国6である．性比のHat1;t.、それぞれの市の位備会反映しており＇ 5.ーか

ら 59•までの性比が奴より下回ヲτぃφことから、自t’I· ＂＇学で男の~4衝が

流出し、＆’E活動もサービス郎門を中心とした第31'C＆•が主である住宅郷市と

しての.tr告の慢絡がうかがえる．

｛自 5) 性比の継移

% 
100 

＼＼～  

90 

0 l I. 一一」
筒初25年 30 35 40 45 !>O 

JS-

－ーー、司h見司‘・ーー． 

一一一J_
55 60 
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｛褒 7 ) 年働別5•筒・の，，$｛別人口

区 分 .殻 " ~ L悦

人 人 人
%と~O)j%明

• 1自 87. 127 •1 . 275 •S. 852 90.0 100. 0 
O～ 4• 5,673 2.924 2, 749 106.4 6.5 
b～ L』 ~.94 7 3, 011 2,936 102.6 6.8 

10～1 4 6,390 3, 217 3, 173 103. 1 7.3 
1 5～1 9 5,979 2,943 3,036 96.9 6.9 
20～24 5,913 2. 631 3,282 80.2 6.8 
25～29 5,892 2,659 3,233 82.2 6.8 
30～34 6. 763 3.170 3.593 88.2 7.8 
3o～39 8,319 4,048 4,271 9.C.8 9.5 
40～44 6,384 3, 091 3,293 93.9 7.3 
45～49 5,823 2, 770 3,053 90. 1 6.7 
50～54 5,798 2,734 3, 06• 89.2 6.7 
55～59 5,217 2,U9 2,768 88. 5 6.0 
60～64 3,915 1, 773 2. 142 82.8 4.S 
65～69 2,830 1, 264 1,566 80.7 3.2 
70～74 2,524 1, 071 1,453 73. 7 2.9 
75～79 1,811 724 1, 087 66.6 2. 1 
80～84 1, 124 464 660 70.3 1. 3 
85 以上 628 216 •12 52.4 0. 7 

往） 総般には~·信不詳 197人を含む。

（伐勺｝ ，，，齢即J11ltの熊移 （5裁断R語、
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芦屋市

4 人口密度

人臼健康とU、QI俗画。曲川iたりの平鈎人円のことをいい、 1k誕当たり何人住

んでいるかを示すもので 、 人口の！！•の度合~見るためのものである．

* rli~休め人口密度除 、 1 km当たり 5,033 . 3入となってのり、前回と比鮫~

ると 310. 9人情加している．これは 、 鈴問調査時にU怠住者がいなかヲた'5M~

住宅問自由の浜風町、緑町、細見町の入居が紛ったことが大8くI:’していゐ．

町”lでU大東町がIHC50苦手、55i正に引き続き26,100. 3人と.も高く、以下－~

町25,884.8入、若葉町23,091.1人、若宮町19,076.3入、 清水町18,816.8人となヲ

てのり、高層住宅の入居が線了している高浜町・名東町が上位に tってさtいる．

I!に低いのは山1111811である奥山21.S入、 9田谷 168.6入、 ’E池岡町I/505.3人、 奥地

町 739.0人である． ｛袋20) 

なの、県下全体でl;l629. 9人とt.JヲτBり、 鰻もおいのU尼曲面市の10,291.4人

で以下伊丹市 7,283.0入、明石市 5.343. 2人に高是正~l配布は第4 香自にあたり、こ

の順位l;lf)固と全く陶じでめる．

注｝ 人口密度とは 1k減当たりの人口を示すものであるが、本市にのいて

はほとんどの町が1kwt未編であり、各町≫J人口密度のI!!箇l;l実際の町≫J
人口よりも大き~－舗と~っている．

-17-



芦屋市
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芦屋市

5 人口接近度

人口篠近度は、人口分布のF官僚をl'l!M~Jにみたものである．これU、本市に住

む白人一人が鈴の燥のような同じ人きさの正六角形の巾心にいるものとして、近

鎗9る個人闘のFI!阪を求めるもので、そのI'!!M 1<1.どの/j向に対しても等間隔にな

り、それによって人口分布の密度を表わしている。

一
検

一
口

一
面

一
人

nヨ温、JW－m
－

v
 

守，
．．
 nu 

O

置

訟

度
カ

近

出

銭

帽
押

。

防相60守の人口接近度は、 15.lmで人口!flrtと同じく県下ii'1位で1人当たり

萄績は 198.711fとなっている．昭和55年調査と比駁するとそれぞれ o.5m、13.1 

d減少してのり、高浜町・若葉町の自信住宅の入信が終了しているのと、帯主風町、

緑町、潮見町の入居が始まっていることが＊'I!くIi・している．

次に町lJJにみると、 aも人口！！.fl／.声高い大東町が 6.7mと近く、 1人当たり面

積も38.3.tとなっている．以下高浜町が同じく 6.1m、若葉困J7. 1 m、若宮町 1

.8m、清水町 1.smと続いている．

反対に遣いのは奥山の 231.Smで1人当たり箇績も46,500.2irlと広く以下鍋谷

82. 7m、奥地南町47.Sm、奥地町39.5m、六健在町26.Smなどが遠い．｛議20)

｛表 8）兵庫県下のm近度

区 分 ll近IJ: 近い方 m近 IJl

波賀町 184. 1 兵庫県 42.8 尼崎市 10.6 

市部 26. 1 伊丹市 12.6 但東町 168.5 

書匹郡 89.8 明石市 14. 7 千種目l 165. 3 

阪 1' 21. 4 声腿市 1 ~ . 1 大屋町 164. 4 

E匝 調E 37.9 西~m 16.4 美方町 161.2 

西 婚 57.3 持Ift里町 18.8 村岡町 158.0 

仮 応 107 . • n砂市 20.9 ti'野町 148.6 

丹 音量 93.3 抑戸市 21. 1 関P.町 146.5 

E提 ~ 63 9 川西市 21. 3 宍寮II

日 本） 59.6 宝塚市 24.6 一宮町 142. 7 

大向内町 139. 4 

-I 9-



芦屋市

6 人口重心

人n重心とは、ある範囲の地峨を一つの平らな緩とみなして、その上で生活を

営み分布しているー入ー人の体a!f.全て等しいと仮定した.合、ζの振をどこで

立えたならばバランスよく釣り合うかを点にふって示すものである． この人口箆

心俗、一つの点で表わ~れることに特徴があり、人口の分布決.を知る一つの銃

:1的手段である．

人口重心1語録、それぞれの1'11からの陸鰻の合計JJ•小と怠るl8f.lで、学~や

’R会所などの公共amを新たに建置するときの ーつの目安となる．

昭和60年の人口昆心点は、宮Jj!町55番地付近となっている．昭和55停には聞週

2f号線上上宮川町と宮•BJの町界付近にあったが、今回はこの自由点より問へ約 1

35m.移動している．

これU、l日ill衡砲の人口が若干減少（ 0. 11 • ）しているのに対しτ声11!8{住

宅団治の人口が急僧 （80. ox lit）したためである．

:/f; 



芦屋市

人口重心点の移動状況

① 昭和45~ 祭平町市高付近

② l(lf050~ 大原田！Wtl.声座駅織内 (1)～② 約 11om

③ 防相55tj: 図遥2男総上Si!町2蚕付近 ②～③ 事~ 190 flt 

＠ 昭如60王手 宮塚町aa付近 ③～ ④ 約 13Sm

。，，出方i'i<>

声良市燈図の上に任意に:It’車線 ＜X舗｝と索後線 （Y”）を引き、その会わっ

た点を仮の鍾心として地Iiを 4 つの象般に分11 、各 IJの対角線の~点から X制－

y，，へのそれぞれのIf!•に人口を乗じ 、 4 つの5l分が等しくなるように綱正しτ

算出した．

L
U

一i

uぃ
一ol

－－
一P

i
一P

P

一Z
P

E

E
4

E

．
 

d x : i反垂心から＊:iiの$心までのIr!鍾 ｛東西｝

d y: ti重心から;t."iの伊心までのIll鱒 （向~t)

p i，各・1人口

Xi=Y鎗から各町対角笛の交点までの隆錨

vi - x•から？寺町対角割自の交点までのII!’E

f;tぉ、兵庫県の人口霊心U、取締 13Sfl03j}5d紗.tt総3411:46分~1秒で三 ..＋. m

志自島町三津図の集穣付近にある．

昭和30ffから35｛！：・ 40ifと約 2勉ずつ束尚Jf.!に、45ffにU雨fJI.fj向に 1陶移動

してt!"た兵庫県の人臼虚心U、soq:にU向F崎両に約 300Illと従来の東寄りん向か

ら初めr西宮寄りに転じ、5511"にUほほ商に 300m、GO{f:もさらに南西に 170m移

動してのり、県人口のi!!i進を積付付ている．
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芦屋市

7 世帯の概要

昭和60年の世宇野総書kは、30,709世俗で1世俗当たり人員は 2.84人となって

いる．県下平均の 3.17人より 0.33人少なく県下全体でも西宮市の 2.83人に

次いl'2 ~耳目に fl!裕人員の少ない市となっている．（表9)

昭和50年から55年の世帯数の停ぴは、 2.343世帯、 7. 396矯で人口が 5,382人、

6. 996矯となっており、 1世帯当たり人員の鰻移俗、表10のとおりで也事普入国

の減少化傾向は続いているものの速度臥やや鈍ってきている．

1 I!! f野当たりの人員敏を町？”にみると、也事普人員の多い町脇浜風町 3.69人、

潮見町 3.68人、緑町 3.67人、高浜町・ 若.町 330人となっており、 全て声

寝ill住宅団地に集中している．反対に少ないのは錫谷を験げば、前回町 2.08入、

早田町 2.15入、公光町 2.27入、宮塚町 2.36入、 清水町 2.38人となってい

る． ｛表15) 

（表 9) 兵庫県下の1也事普当たり人員数

土 世 f 岨

百両 l世冊人員 市 町 I 世帯人民

人 入

1 古川町 ・.3・ 1 西宮市 7.13 

2 加提町 4.3‘ 2 戸間，H 2 s• 
3 II 11~町 ・.33 3 尼崎市 2.SI 

1 宍買郡 ・2・ 4 i.J"lm 2 s・
・宮町 5 伊丹市 3 10 

5 神崎町 • 23 自 軍事市 J I’ 
0 ·~ 町 ・ ＇~ 7 開＂＇市 J.’‘ 
7 ’前町 4守 14 8 指崎町 止2・
8 車問庄町 4.12 9 生野町 3.20 
9 瞳”町 ．ー’？ 10 明石市 3 2・

10 今回町 •. 11 

（表10) 世帯軽量生．世裕人負担tの錐移

L-1L金一 L 世 帯 l'i 
世帯

耐即30年 11.SH 4. 40 
( -) ｛｝ 

35 14.221 4.01 
( 16，’OJ) (3 54) 

40 ’l,012 3.11 
( . ) ｛“｝ 

45 2・A鴨 3 42 
Ul.m> 13.0S> 

50 23.SZ・ 3.20 
(26.211) (2.90> 

55 28.614 us 

80 30.1咽 2.U 

住J( ｝内の睡岨1;1.ssaの定慢により曹E
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芦屋市

8 世織の家旗額型

昭和60停のttt務総IQ:は、30,709陛穆であるが、 これを家放費目!r!Silにみると被家

辰也帯21,180l!tf骨（69. 0%）、夫婦と綬のl!t申書 397世符（ 1. 3%）、夫婦と”と

子の世~11} 1,456世情 ｛ι7%）、その他のLI!裕 1,1931!!裕（ 3. 9% ）、 厳重量I!! ~骨

6,483世穆 （21.196）となっている． ｛表11 ) 

高実家厳のMftH帯に占める割合は、 69.0%でBR和45~62.996、50ff65.296 、 55~

68.0%と広大を続けており、 県下全体の64.196、阪神間の66.9%と比鮫しても割

合が高く後家~化の傾向が依然と しt続いている．

絞＊辰也事替の!JJ合を町≫Iにみると緑町が88.396と高く、以下若葉町88.1%、高

浜町・期見町87.996、浜II町85.596と続いており、新しい住宅地である筒鹿浜住

宅団地は9096近くが微量iUJU世俗と令っている．反対に低いのU、前田町37.896、

平出町4~ . 396 、 公光町~o. 396、潜水町50.796などであるが、これは独身寮などの

単独俊裕が多いことによるものである．（表21 ) 

次に老人I甘裕についてみると、 65級以上の老人のいる世織は 6,856也織で、 ，s
世宇野に占める割合は22.396となり、昭和45年17.5%、50年19.096、55年20.6%と

僧加を絞りている。（表14 ) 

また、厳重量住裕のうち65自民以上の単狼I坦帯以 1,201世織で、M也僚に占める割

合は 3.996と~り、昭和45苦手 1. 496、50年 2.4%、55i草3.496とこれもまた婿加

を続げている．

｛蓑11) *ll頬型別也待費k

区 分 位得総書k 夫婦 夫婦・ その他 単 Ml

’I! • －続 線・子 の世帯 住干帯

世 帯敏 30, 709 21, 180 5 ,769 13, 377 305 1, 729 397 1,456 1, 193 6,483 

偶成比 100.0 69.0 18. 8 43.6 1. 0 5.6 1. 3 4. 7 3.9 21. 1 

0～5般の ｜ 
綬~のいる世裕

4,997 4,504 ー． 4,396 20 88 ぬ8 155 

6～1 7自民の ｜
，， 8，鈎8 7. n4 2 7,092 93 537 2 847 411 M 

65守以上の｜ 6,856 3.お8 2, 146 619 92 511 344 1, 247 696 1, 201 

一23-



芦屋市

｛表12) 家~績型j}J世俗人員数

Ill • Iii 也

” 
夫婦 夫婦

医 分 ｜位得 夫婦 男.女鰻 骨量 その億単強

人員量E•a 夫婦 －子・子 ・子 耳障 子 の也事普世宇野
世帝人員. 87. 127 67, 336 11,575 50.715 764 (,282 1,243 7,387 4,673 6,483 

O～5頗の 19醐 17138 
組践のいる也明野

- 16, 815 70 253 
'・ 773 897 。

6～1 7般の 131. '81 30, 943 ' 29.078 273 ． 1,588 7 (,531 1，領国B 14 

65it以上の

” 
I 19，雌 7，殴9 4,317 2.006 201 1. 105 1，使渇 6,315 2. 792 1.201 

｛表13) 後家族の償得数および構成比の権移

fl 11 • I!!椿 愈 l!l • Iii僧成比

区 分！白梅錦段 夫婦 男鰻女JI 夫婦 男Ill女綬

. 窓 夫 婦 ・子 ・子 ・子 事aa夫 婦 ・子 ・子 ・子
昭和 20,6•鈎 70.9 14.2 49.9 1.5 5.6 
45年 (23,258) "・638 2, 9'6 10, 328 203 1, 161 

(62.9) (12.7) (≪.4) (0.8) (S.O) 

50 23,829 72.0 17.0 48.8 0.8 5.4 
(26, 271) 17, 145 a，似6 11, 618 184 1.297 (65. 2) (15.4) （輔.2)(0. 7) (4. 9) 

55 28. 61( 19. 540 5, 151 12. 718 234 1,'37 槌.3 18.0 “.5 0.8 s. 0 

60 30. 709 21. 180 S, 769 13. 377 305 1, 729 69.0 18.8 '3.6 I. 0 5.6 

注｝ ｛ ｝内の敏値はおま手の定義により修正

（ ~14) 65歳以上の観族のいる世待の割合

u 分 65歳以上の踏のいる開 165歳以上の鞠間

% % 
昭和45年 17. ~ 1. 4 

50 19.0 2.4 

55 20.6 3.3 

60 22.3 3.9 
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芦屋市

9 労働力状態

労働力人口と4革、15自民以 Iの人口から、非労動)J人n(iU事・通’P・その他）

を除いた敏をいう．

昭fi.)60~の労働力人口隊、 39, 125人で55年と比鮫すると 3,383人（ 9 4%｝の

自国となっているが、このうら就業者1.138.060人（97 1 % ｝、完全失象者 1.155人

( 2. 9'.16｝でIll.~&I~ 55 2 '.16と 0.2'.16上がっているものの失事者の般がふえτい

る．｛袈15} 

労・カ状’l))Jにみると f才に仕事jをしていた人が32.746人（83. 5'.16｝と思も

多く、 1'ltに ［家事のかたわらに仕事jをしていた人が 4,430人 （11.3%）と令っ

ている．

男女lJJのSllU匹の繕ll’U、”が防車145王手83.5'.16、504-83.1 '.16、55年81.1'.16、60

年79.1'.16と依然として低下傾向にあるのに対して、女l.t昭和45年31.4%、50f草30

3 '.16 、 55年32.1% 、 60if~ . 5'.16と50年に不況の膨”で下がったものの上昇を級”

ている．

5担金失象者は、 1. 155人｛＂'A.祭事は 2.9%となっ r均り、 失業率のllt移U昭和

45年 1.2'.16、50年 1.7%、55if2.2'.16と若干上昇傾向にある。

次に昭和ぬま手と60年の!1Hc別iJ:lt5自民間署級車t家事の鱒移をtt綬曹ると削11の

ように~る．

9Jの自，..  ，革、 20～24・f:’hぃτ各年鶴居とも回初ぬま事を下回ヲており、 事者に

老年哲人口が自国加しτいるにもかかわらずso•以上のSllU棋の低下が目立ら、 高

年・o•のF耳目量破の図鱒さがうかがえる．

女のat•1事は、 9J と 1.1. l! でss•以上Uf＠っているものの他の各年齢層IJ.BR卯

55年を上回フている．

傾向鎗としτは、20～24織 でピークに達し、その後30～34緩までは大舗に仮下

するが再び上昇、 45～49織で再度ピーク告示す双・型となっている．

これU 、 結婚によ~巡・で · Ill ~に低下曹 Qものの、干似に手がかから令く~

った事者”にパー トなどのMt·再自t•していることが考えられる．また、 20～34.

で下鱒隠しτいるが、昭和55i!=よりも上回っていることから鉱娠後も仕事を続り

る人がふえているものと思われる．
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芦屋市

（表15) 労’B力筑豊i.男火別15銭以上人口

労

II( 

区分 15• • It 
ヨEに以上 a a 

人ロ
仕事

人 人 人 人

45 n 55, 748 31，制131,264 2a.お8
霊草 男 26, 405 22. 293 22.附 21.帥

女 29,343 9，お4 9,215 8.飴8

50 
魯置匝 59,059 33,249 32,686 29.295 

f草 努 28, 018 23，総323, 277忽，81帰

'R' 31，例1 9, 556 9. 409 6. 415 

55 a1t ω．花935. 832 35, 028 30, 387 

年
男 29, 756 24. 681 24, 127 23, 615 

'R' 33. 973 11. 1s1 10. 901 s. m 
60 

.叡 68, 920 39, 215 38，使;o32, 7総

宣車
男 32, 007 26, 086 25. 321 24.布。
'R' 36, 913 13. 129 12. 739 7.蛸
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